






























　国連の創設によって、世界中における人権の尊重が国際社会の合法的な関心として

初めて認識された。過去40年、人権の侵害は完全にはなくならなかったが、かなり

現実的な進展が見られた。今日、国際社会は人権侵害に対してかつてないほどいかな

る組織的な人権侵害の発生もこの監視の目をくぐり抜けることはない。そうした事態

を確実に防ぐうえで、国連は重要な要因であるいかなる地域であろうと不十分な人権

状況について改善を奨励する協調行動の場としての国連の重要性について、立証され

ている。これこそ私達が統一した目的意識をもって進むべき方向である。私達はいま

世界人権宣言40周年を迎えようとしている。あの独創的な宣言がもたらす恩恵をさ

らに増大させるために、すべての人が享受すべき権利についてさらに明確にし、その

権利の尊重を奨励するための手段を提供する国連の補足文書があまねく批准され、

厳守されるよう望む。

(麻薬統制)

　社会問題の領域においては、加盟国が深刻な世界的脅威に対し建設的に努力にした

二つの特筆すべき例について指摘しておきたい。今年の6月、あらゆる政治指向と

経済開発レベルの138力国が、世界中における薬物の乱用と闘うために私の提案に

基く国連が主催のウィーンでの会議に集合した。10日間にわたる協調的かつ目標定

か討議を通して、代表者たちはこの薬物禍に対する総合的な国際的攻略のための35

項目からなる行動計画を作成した。会議は交渉の場であり、アイデアと技衛の交換の

場であった。また会議は各国が基本的な相違や論争を超えて共通の脅威に敢然と立ち

向かうのに実行可能な未来図の一端をのぞかせた。そして、いま必要なことは、これ

と同様の献身と現実主義とに基づき、持続的かつ調整のとれたフォローアップを国内

および国際的に、そして国連組織において展開することである。国連はすでに薬物の

乱用の取り締まりにおいて主要な役割をになっており、とりわけ開発途上国に対して

技術的な援助を提供するうえで効果をあげている。最近における国連薬物乱用統制

基金の財源の大幅な増加は、その計画の地理的な拡大を可能とした。今日、同基金は

あらゆる政治および地域グループの支援を受けている一一これは共通の脅威に対して

共に闘うという共通認識のもう一つの現れである。

　薬物の乱用は社会の基盤を浸食し、無数の個人の生命を蝕みうるし、現にそうで

ある。環境の低下はすべての人々の生命自体と生活手段を損う危険をはらんでいる。

この脅威との闘いにおいて、各国は国連の範ちゅうにおいて共通の目的のために

互いに協力している。加盟国は南極のオゾン層に穴があいているとの驚くべき発見を

受けて、「オゾン層の保護のためのウィーン条約(1985年)」の規定に基づき、
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ことしになってフロンガスを段階的になくしていく意思を表明した。これは一部の

国にとっては困難にして速やかな調整を要するが、将来、世界の全住民がその恩恵に

浴しよう。

　事務局は人権の尊重を促進し、地域的な問題の社会的側面についての広範な理解を

促すための国連の作業をできる限り効率よく支えるように構成する必要がある。

事務局の機構はこうした問題の重要性を反映したものであるべきである。私はこのこ

とを念頭に置き、現在、進めている事務局の広範な改革の一環としてウィーン国連事

務所の社会政策と社会開発、ジュネーブ国連事務所の人権の各活動を強化した。これ

によって国連はこうした問題について加盟国により良く仕え、より明確かつ一貫性を

もって語ることができよう。

　これまで述べてきた経済的および社会的分野での進展例については、いずれも

国連が必要な枠組みを施したり、しばしば推進役をも務めてきたが、この事務局に

より援助の熟練ぶりは多くの加盟国が認めるところである。

VI

(機構問題)

　今日の経済的および社会的問題の多くについて熟考すればするほど、ますますその

多次元的な性格が明白となる。すなわち経済的、社会的、そして時には政治的な

事象の間に密接な相互関係があるということである。開発、環境および人口の間の

共生関係が認識され始めた。私たちは薬物の乱用の治療法は経済的、社会的ならびに
法的な多くの要因から成るものでなければならないことを知っている。兵器制限の

努力は、一ある地域においてはしばしば暴力と不安定を招く社会的および経済的要因

　と政治的な緊張によって阻まれる。軍縮、開発ならびに安全保障の相互関係に

ついて、これをテーマにした最近の国連会議によって浮き彫りにされている。国連

組織がこの複雑に絡み合った地球的な問題に対処するうえでその不可欠な役割を演じ

るには、より十分に統合され、組織全体のために設けられた優先事項により適切に従

事できるということが必要であろう。国連組織の各機関間で任務を合理的に配分し、

各機関の能力をますます必要とする世界の増大するニーズを満たすために相互補完的

な方法をもって活用することが、今後ますます重要となろう。
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　今日、国連にはグローバルな計画の優先順位、責任の分担ならびに援助資源の活用

に関して、加盟国および国連各機関に対して権威ある指導を行いうる代表的な政府間

機関は存在しない。大半の専門機関といくつかの国連機関は閣僚レベルの執行理事会

機構を持っている。しかし経済社会理事会については国連憲章で国連組織の経済的

および社会的活動について調整し、政策を策定する役割を任じられているが、こうし

た権威ある地位の代表者によって構成されてはいない。私はこれは正すべきだと

思う。経済社会理事会が最大限の効果をあげるためには、それは実質的に「経済社会

問題担当閣僚理事会」と国連組織下の全機関の中期的計画あるいはそれと同等の

文書について検討する権限を有し、そうすることによって経済社会理事会によって
定められた地球的な優先順位にかんがみて資源を合理的に活用するのに貢献し、国連

組織全体により大きな力と一貫性をもたらすことができる。そうすれば理事会は、

専門機関の一層の参加を得て、世界の経済的および社会的な問題に応じてメンバーの

顔ぶれが変わったり、増えたりすることもあり、現在よりもはるかに大きな権威を

もって意見を述べることができよう。このように理事会が方向づけられるならば、

現在の経済社会理事会の審議機能は部分的あるいは全面的に総会の第二および第三

委員会が引き受けることができよう。この問題については慎重な分析が必要である。

　この考えを推し進めていくと、明らかに経済社会理事会の機能の根本的な改革

問題へとつながるが、私としてはその方がこれまでよりもより国連憲章本来の意図に

即していると思う。私がこの報告書の中で経済社会理事会のあり方について提案する

のは、過去1年間の出来事が経済および社会分野の諸問題に対するより統合的な

アプローチという必要性に応えるには、国連活動をもっと統合していくことが必要で

あることを物語っていると考えるからである。私の提案が、この問題にういてこれま

でになされてきた他の提案と共に、私たちが進むべき方向について加盟国による早期

かつ真剣な考慮を促すよう望む。近年、賢明なリーダーシップと国連の経済および

社会活動について必要な調整をもたらすうえで経済社会理事会が適正な効果をあげて

いないことを述べておかなければならない。また経済社会理事会の機能を向上させる

ために取り組んできた改革が期待された効果をもたらしてこなかったこともつけ

加えておく。私たちは経済社会理事会がやってきたことをいかにしたらより良く遂行

できるかについてではなく、羅済社会理事会は何をなすべきかに焦点をしぼる必要が

ある。国連は地球的な問題に対処するにあたって、加盟国間のコンセンサスから

最大の恩恵を引き出すように組織されることが、いま特に重要である。

　問題に対する統合的なアプローチを促し、国連組織の人的資源を活用するため

には、国連の専門機関と諸機関の代表者で構成する小人数制の開発政策立案部の
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ようなものを設けることもまた非常に貴重であると思う。このような部が開発に

関連する問題と国連組織の全体としての能力を考慮して定めた目的に対する統合的な

アブローチについて検討できよう。

VII

(事務局)

　私がこの報告書でこれまで概要について述べてきた諸問題の多くについて対処する

ためのフォーラムとして国連を活用する用意が各国政府にあるかどうかについては、

一部には各国政府が国連の効率と効果についてどのように評価するかにかかってい

る。私は、国連の行政的および財敢的機能の効率について再検討する決議41/

213が第41回総会で採択されたことを歓迎する。この措置は緊急時の国連にとっ

て主要な転換を意味しよう。私が今年の初めに計画調整委員会へ提出した報告書で述

べたように、総会がその決議において提唱した目的は、国連の責任について、加盟国

と事務局が一体となって取り組んで初めて達成されるものである。政府間機構の変革

と事務局の職員の規模、構成ならびに業務の改正との直接的な関係についての私の

見解は、公式記録にとどめてある。

　私が総会に提出した今後2力年間のプログラム予算案は、、現2力年間の修正予算よ

りも1.8パーセント少なく、私がすでに打ち出した数多くの緊縮財政措置を反映し

ている。ポストの削滅が最もうまく調整できるように各機能について調べるために、

計画時に厳しく検討してきた。事務局の政治分野における機構は合理化され、より効

率的に改編されたが、経済および社会部門についても現在、検討を進めている。行政

管理局の再編はすでに実行され、いま広報局の大幅な改革にとりかかっている。こう

した措置によって国連の責任を遂行する能力は増大するものと、私は確信している。

　私は、職員採用の凍結や会議の制限を含む必要な緊縮財政措置の長期化が計画の

実施や事務局職員に好ましくない影響をたらしていることを明らかにしておかなけれ

ばならない。過去に実りの多かった職員と管理者との話し合いのためのメカニズムが

特に重要になってきている。事実職員註、総会から委任された改革案を実行するため

の最善の策を模索するうえで力強いパートナーである。しかしながら現在のような危

機的状況においてこの協力関係を強化するためには、局レベルおよび全事務局レベル

での職員と管理者倒との間におけるより効果的なコミュニケーションが必要である。
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　職員の削減により、通當予算は大幅に節約できよう。同時にこうした人員削滅その

ものが資金の特別な割り当てを必要とし、職員訓練の拡充、専門能力開発の改善なら

びにコンピューﾀー化や自動化を通して事務局を強化するのに追加資源も必要となろ

う。私たちはまた、今後とも国連憲章や総会の決議にうたわれた平等な地理的認分に

墓づいて国連に極めて有能な職員を迎え入れるための奨励策を工夫していかなければ

ならない。

　職員採用の凍結は私たちの当初の目標達成のべースを遅らせるが、事務局に

おいて有能な職員が昇進して上級レベルのポストにつけるように特別な措置が講じら

れている。この1年間における私たちの経験では、この方法で多くのことが成しと

げられる。過去1年間に私は女性3人を事務次長クラスのポストに任命した。

　緊縮財政措置を余儀なくさせ、現在、進められている改革を促したところの財政

危機は、国連の行政能力に対する不満よりももっと深いところに起因している。

つまり根強い政治上の相違が原因で、一部の国は多国間協調主義から離脱し、一部の

加盟国は採択されたプログラムを拒否するといった事態が生じた。これが分担金の

不払いへとつながり、分担金の払い込みの遅れと相まって今日の危機をもたらした。

　こうした事態の推移および現在進行中の改革にかんがみて、私は国連の財政が健全

性を早期に取り戻すことを期待する。しかしながら、このことはいまだ生じていない

ことを協調しなければならない。今のところ最低限の緊縮運営費に見合うだけの分担

金が支払われるとの保障もない。通常のプログラム予算のかなりの部分に対する支払

いが不確定だと、整然とした行政管理にひどい支障をきたす。実施されている改革は

加盟国が信頼できるような、効率の良い機関を生みだす。しかしながら国連の財政上

の健全性と運営上の有効性は、主としてすべての加盟国が加盟国として財政上要求さ

れていることを願守するかどうかにかかっているのである。

☆ ☆ ☆

　経済社会問題の解決に当たって加盟国が現実的な取り組みをしたこと、および最近

安全保障理事会でみられた一体感は、国際連合を通してより安全で、より公平かつよ

り豊かな世界をもたらす上でどういう風にすればよいかということをはっきり示して

くれた。加盟国に必要なのはこのようなあるべき姿である。現実のあるべき姿に
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ついて二つを同時に語るのは矛盾した行為と映るかも知れない。しかしながら現実的

な取り組みの出来ないあるべき姿というものは、幻想であり、戯画である。

平和を冒指して設けられた国際連合には、ある程度までそういうことが起きていたの

である。

　国連憲章には、真の平和らしい平和を達成する上で守るべき原則が打ち出されてい

る。これら原則はいまなおその妥当にして、正当な特質を失っているものではない。

これまで往々にして欠けていたのは、各国間の相違や野心はまずさておき、共通の

目標に向けてこれら原則に沿って国際連合の枠内で協調していこうとする加盟国の

態度であった。私はこの報告を始めるに当たって触れたことであるが、世界的な

問題を前にして加盟国がそれぞれの国益を現実的に評価することから生じる共通

感覚が、求められている加盟国の態度を生み出すのであると、私は信じている。これ

ら地球的な問題は、その多くに私は触れてきたが、最も重大な核戦争の防止というこ

とも含めて、すべての国の安全と福祉に影響をおよぼすものであるといえる。これら

の問題に対処する有効な手段は他にないということからしても、多国聞協調の枠内

でカを合わせることはそれぞれの国の国益といえるのである。これらの問題も、大抵

は、現実的な方策によって解決出来るものである。イデオロギーの相分かれる世界に

おいては、これこそ一体性を守る基礎である。というのも既にその証拠が現実に現れ

ているからである。私が望むのは、経済的、社会的な面で脅威をもたらす世界的な問

題に対処するにあたり、国益をさておくことが出来る経験を持つ国というものは、同

様にしかもより速やかに、地球上の生存状態に影響をもたらしかねない政治間題の解

決に当たっては、むしろもっと簡単そうすることが出来るのではないか。このよう
な状況かちして、国際連合の持つ妥当性と潜在力は、地球的問題に対する際に、国際

協調のための普遍的な制度として現存し、しかも自然なものとしてますます大きな

ものとなる。

　国連はこれまで、地球上の諸変化に対応することを課題としてきた。事実、時には

国際連合が変化を促してきた。この過程において恐らく、国連は自身の管理能力と

力の限界を越えたところにまで活勤を展開してきたといえるだろう。今取り組んで

いる財政および行政上の改革は現在の国連の弱点を正すことになるはずである。

しかし国際連合は、常に変容する世界が必要とするものに気を配り、かつ世界の知性

が提供すべき賢明なる発想や提案に敏感に対応し続けることが必要であり。このため

には、国際連合は、世界中の最高資質の政治家や有識者と共に世界的使命を果たすべ

きより大きな能力を開発せねばならないと考える。このようなパートナーシップは、

国際連合の活動の成果が大いにかかつている非政府機関同様、国際連合を国膿社会の
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知的財産や実体験を将来の要求に対処させていく手段として強化することになるだろ

う。今後このような連携を培い、養成していくために、私は力の限りを尽くしたいと

思う。

　問題を平和的に解決するには、何よりも関心を持たれることが重要である。この点

でこの1年間は確認の1年であったと思う。今やこの関心の喚起というものは世界の

直面する重要問題にみられる。過去1年で明らかになったように、この関心の高まり

を実際的な合意に移す作業の始まりは、持続的な対話と交渉を通して求められるべき

であり、人類の共通の福祉のために各国の能力を統合する作業において拡大されるよ

うになることを求めたい。われわれはこれを平和追求の力強い遺程、つまり国連憲章

に明記されかつ国際連合が欠くべからざる役割を担う過程において果たしていかなけ

ればならないのである。

1987年9月9日

国際連合事務総長

ハビエル・ペレス・デクエヤル

* *　*　* *
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